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江の島のタイドプールで観察された魚類

植田育男・萩原清司

lkuo UEDA and Kiyoshi HAGIW ARA, The Fish巴sInvestigated 

in the Tide Pools in Enoshima Island, Sagami Bay 

はじめに

岩礁性潮間帯に形成される潮だまり，いわゆるタイ

ドプールは潜水しなくても観察や採集ができる利点が

あり，これまでにもタイドプーノレに生息する生物の調

査は数多くなされてきた（TANA!(A,1908，海老名 ・阪

本， 1930；阪本， 1932；中村，1934；内海ほか，1950,

早稲田大学生物同好会 水棲生物班， 1965；佐々木 ・

服部， 1969；中村， 1970；塩垣・道津，1972，三浦ほ

か， 1973；，和田，1987,1990；， 原田 ・川幡，1988など〕。

この利点は研究を目的とする専門家のみならず自然や

野生生物に興味を持つ一般人にとっても当てはまり，

タイドプーノレは恰好の観察の場を提供するものと思わ

れる（鳥海，1975，鈴木，1980）。

著者らは過去4年間にわたって江の島の海岸動物の

調査を行ってきた（植田・萩原.1988, 1989, 1990a, 

1990b, 1991）。それによると，江の島は周図約4kmの

島であるが海岸の環境は一様ではなく複雑に変化し，

その環境に形成される動物相も一様でないことが綴察

された。

今回は観察の容易な江の島のタイドプーノレを調査場

所として，魚種の確認と出現状況を把握することを主

な目的として，魚類調査を行った。加えて，これまで

図1 調査地点状況 1.南プール

の調査のなかで水質環境や海岸動物相に違いが認めら

れた調査地点を選び，それらの地点のタ イドプーノレ間

で違いがあるかどうかを検討した。

調査地と方法

江の島の水質調査〔植田 ・萩原，1991〕で設定した

調査地点のうち，比較的外海性の南岸のst.cと内湾性

の北西岸のst.hに隣接するタイドプーノレ各1ケ所を調

査地とした（以下南岸のタイドプーノレを南プーノレ，北

西岸のタイドプーノレを北西プーノレと略称する〉。

T*1プーノレは長径7m3QC皿， 短径 1m3Qcm，最大水深

79C皿の大きさで，岩盤の割れ目に形成され，縦長の形

態を持つ。 j底と側壁は宕盤が多く ，岩盤には大小の亀

裂が見られ，底の一部にはこぶし大の石を含む砂磯が

堆積している（図 1 1）。

北西プーノレは長径8m5QC皿，短径5m，最大水深25

C皿の大きさで， 岩盤のくぼみに形成された方形の形態

を示す。底はほぼ全域が岩盤で，僅かに砂泥の堆積と

マカキの付着が認められ，一部は水面上に露出してい

る〔図 1-2）。両タイドプーノレとも潮間帯上部に位置

している。

調査は1991年 3月3日～11月3日の間，各タイドプ

ーノレにつき月 1～2匝｜行った。

2.北西プーノレ
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南岸

月／日時刻天候 宜 風 気温 （℃｝ 温度 （%）

3/3 10 15 情 中 間・弱 11. 2 4 0. 6 

4/2) 15 15 明 1 8. 8 5 8. 3 

5/2) 6 l5 曇 中 北・撤 1 6. 0 8 6. 4 

6/1 )) 00 量 抑I• ゥ MI· 扇 1 9. 9 8 5. 2 

6/8 6 50 略 ゆ ’思 22.2 72.8 

7/7 6 35 晴・ 暑 中ー哨 東・誼 2 3. 1 8 6. 7 

7/13 "00 ． 低～中 絹 ・徹 29.2 66.5 
8/11 " " ’ー晴 低

’‘ 
28.3 79.6 

8/2) ' 30 量 抑十 ウ 嗣・弱 22.3 87.9 

9/6 ' 55 ，． φ 商・中 25.9 90.7 

J0/4 6 !5 鴫 中 南・種 2 1. 0 8 7. 4 

10/20 J 05 曇ー晴 中 顛~・弱 1 6. 8 8 2. 9 

11/3 1 00 晴 仰I・ ウ 酉・覇 1 3. 5 8 4. 0 

事 故の寓さを示し、 －ゥーはうね旬のあることを示す．
事事風向き 風の強さを示す．

北西岸

月／目時 ~I 天 候 抜ー 風・ 気認 ［℃） 湿度 ゆ＂

3/3 ' '° ” 
やや低位I・弱 l 0. 0 3 3. 8 

4/10 ll 15 ’E やや低 北 .lit 17. 2 7l 7 

5/7 IJ 00 岡町 やや低位I・ 冒 1 9. 4 6 4. 2 

6/1 12,n ． 中 北・中 1 8. 8 8 7. 4 

6/9 6 '° ” 
低 Jt・融 20. 4 8 1. 6 

7/ll JO 帥 曇・晴 低 信ー弱 2 4. 6 8 7. 5 

7/!0 ' 00 ・・南 2 4. 1 9 4. 5 

8/6 ' 15 • · 雨 1 8. 9 

8/)( 12 10 明 低 西・弱 2 7. 3 7 8. 5 

9/5 6 " ． 低 ’R 2 5. 4 > l 0 0 

J0/18 6 lO 鴫 中 tll・ 弱 16.7 94. 4 

11/2 6 " ’‘ 
低 位ト中 12. 5 74 2 

表1. 調査時の気象

調査では始めに環境条件として，天気，気温，湿度， 残して，採集個体を全てもとのタイドプーノレに放逐し

風，波の項目で観測を行い，次に前年の調査内容（植 た。

回 ・荻原， 1991〕と同じ水温，水素イオン濃度，溶存 現地で種同定のできなかった個体および写真記録用

酸素量および塩分濃度の項目について， Fイドプーノレ の個体は生存状態て、持ち帰り，同定後撮影した。持ち

水と沿岸水の双方で水質測定を行った。 帰った個体は全て10%ホノレマリン溶液で固定し，横須

魚類調査は，まず目視観察で魚穫を確認し，次に採 賀市自然博物館魚類資料（資料番号，YCM-Pの記号

集努力を毎回一定にするため採集時間を20分間とし を頭に付けたもの〉として登録し保管した。

て，調査者2名による採集を行った。採集には，市販

のタモ網（関口部長径約35C皿，目合い約5mm）を用い

た。採集した魚類は種の同定を行い，個体数を記録し

た。さらに個体数の少ない種類て、は全個体について，

多い種類については一部を無作為に抽出して，ノギス

で標準体長を10分の1ミリメートノレ単位で測定した。

採集後の一連の作業は個体の生存状態で行い，作業終

了後種同定のできなかった個体と写真記録用の伺体を
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図2.凡例水質測定値

結果

タイドプールおよび近接海岸の環境条件

調査時の環境測定値を表1，図2に示す。

水質測定項目のうち水温と溶存酸素量については，

両調査地点の沿岸水とタイドプーノレ水共に季節的な変

化が認められた（図21, 2 3）。すなわち，水温は春
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から秩にかけて上昇し， ff(には下降する変化が見ら

れ，溶存酸素量は春に最高値を示し，夏に下降し，秋

にはやや上昇する変化が見られた。水素イオン濃度と

塩分濃度は，明瞭な季節変化が見られなかった〔図2-

2, 2-4）。

二つのタ イドプーノレの水質を特徴付ける要素として

近接海岸の沿岸水の水質とタ イドプーノレの立地条件の

双方を考慮する必要がある。

沿岸水の水質では塩分濃度の違いが著しく ，南岸側

は32～35%0の高く安定した値て、あるのに対して，北西

岸は6～2896。と低く変化幅の大きな値であ り，北西岸

が淡水の混入する条件にあることがわかった〔図2-

4〕。水素イオン濃度も両地点の沿岸水の閣には違いが

認められ，南岸側の測定値が高くなっていた（図2-

2）。近接沿岸水の水質の違いに並行して，両タイドプ

ーノレの水質にも同様の違いが認められた。

両タイドプーノレの立地条件のなかで、波当たりの違い

は水質への影響が大きいと考えられた。南岸側は北西

岸に比べて波当たりの強い日が多く（表1），両タイ

ドプーノレは潮間帯上部に位置するものの，南プーノレで

は高い波の日に沿岸水がプーノレ内に流入する状況がし

ばしば観察された。つまり沿岸水からの隔離の程度

漕
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2-3.溶存酸素量（DO)

硬骨魚網 Osteichthyes 
スズキ目 Perciformes 
ポラ亜目 Mugi loidei 
ポラ科 Mugi I idae 
1.ボラ肋戸Iceph41us ceph41us 
2 セスジボラ Uu  cuin&t4 cuJn4t4 
3.コボラ ム 11u1cro1申 ・11

スズキ亙目 Percoidei 
ハタ科 Sarranidae 

4. クエ平ctn申~/Je.Iu1 mo.ar4 

ユゴイ科 Kuhl i idae 
5.ギンユゴイ JrUh1J& "'""11 
メジナ科 Girellidae 
6.メジナ σ~~114 punct&t4 

7.クロメジナ σ 111e.J4n.Jc/J叫r•

シマイサキ科 Teraponidae 
8.コトヒキ !'e珂>pan.fubu4 
カゴカキダイ科 Scorpididae 
9 カゴカキダイ 刷croc4nthu• strJ.タ<7tua

スズメダイ科 Pomacentridae 
10.ソラスズメダイ Pam4centrua cae1estia 

ハゼ亜日 Gobioidei 
ハゼ科 Gobi idae 

ID 

11 7カオピシマハぜ !t'rido四 u,,.rtriyon即甲＂＇•.Iu1
12.クモハゼ B4thyyobiu1 fUICUI 
13 7ゴハゼ曲•4,,.Jchthy1 do.lich司rn•thu1

14 ドロメ C. yu.Io1u1 

15.マハゼ Ac.rnth，噌叫＇.Juif111v.Lm8nu1 
16. ミミズハゼ J;ucisr<油•Jua yutt•tu1 

ギンポ亜日 Blennioidei 
へピギンポ科 Tripterygi idae 

17. へピギンポ血·ne•pteryyius etheosta暫

コケギンポ科 Chaenopsidae 
18.コケキンポ持oc.linusbq呼曙
イソギンポ科目 I e n九 iid a e 
19.イソギンポ Pict1b.lenniu1 y1t4bei 
20.ナベカ 晶叫•r4nchu1 e.ley•n1 

21.カエルウオ Istib.lennJu1 eno61,...e 

カサゴ目 S co r p a e n i f o r m'e s 
フサカサゴ科 Scorpaenidae 
22.イソカサゴ Scozp;umoide1 .littor•.111 

カジカ科 Cottidae 
23.アナハゼ Pseudob.lenaius ，，...尻市•.Lde1
24. 7ヤアナハゼ P. aJ1n.or•tu1 

フグ目 Tetraodontiformes 
モンガラカワハギ亜日 Balistoidei 
ハコフグ科 Ostraciidae 
25. ミナミハコフグ O#tr11c.fon血目cu.J4tu1

表2. 出現魚種目録
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体長起因 （mm)

4 8. 9 
3 5 8 

1 7 0～4 1 5 
3 9 2～4 1 8 
I 2 5～ 1 5 9 
I 4 5 

I 6 9～2 5. 5 
1 3 1～5 3 4 
1 7 4～2 2 8 

3 7. 2 
1 4 8～5 6 9 
1 5. 9～ 5 3 I 
9 1 0～111 
4 8. 6 
6 5. 8 
4 3 7 
I I 6 

II 採集散合計
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6 7 8月は畠プ ル2回調査実施。 l0月は期プールのみ2回調査実能。註）自は目視のみの紀踊を表す．

調査月ごとの採集個体数と各種の体長範囲

た後，再び個体数は減少した〔表3）。

表3.

は，波当たりの比較的弱い北西プーノレに比べて南プー

ノレの方が小さく なっていた。またその結果，南プーノレ

の水質は沿岸水に近い状態だった。
両タイドプールにおける出現魚種の特徴

南プーノレと北西プーノレの両方に共通して出現した魚

種はアカオピシマハゼ？とアコツ、ゼの2種類だけだった

（表3）。

南プーノレではアコツ、ゼが全調査 （13回〕にわたって

観察された。次に出現回数の多い種類はイソギンポ8

回，ナベカ 7回，メジナ 6回の順となっており，l回

しか出現しなかったものはクエ，ギンユゴイ，クロメ

ジナ，ソラスズメダイ， ドロメ，へピギンポ，コケギ

ンポ，イソカサゴ，アヤアナハゼ，ミナ ミハコフグの

10種類であった。

南プーノレで種類別の採集個体数を見ると，アゴハゼ

が5～6月に多数採集され，その後も全採集個体数に

占める割合は常に高かった。メシナは7月に多数採集

されてはいるものの，その外の調査月には少なく，ご

く限られた時期だけ採集個体数が多くなる魚種であっ

た。イソギンポは出現回数が多いものの，毎回の採集

個体数は1～8個体と少なかった。アゴノ、ゼについ

て，調査回ごとの体長組成の変化を追跡すると， 4～

7月にかけては大小二つの体長グループが観察された

（図3）。さらにこの後も小さな体長グノレーフ。について

体長の変化を追跡すると，平均体長で5月に17.3阻，

8月には35.4mm, 10月には43.5mmに達し，その後横這

出現魚種と出現状況

今調査で観察された魚種は14科25種類であった（表

2）。 この中で種類の多かった科は， ハゼ科6種類，

イソギンポ科3種類で，ハゼ類とギンポ類を合わせる

と11種類観察されており，出現種全体の45.8勿を占め

ていた。

両タイドプーノレにおける出現種数は，南プーノレ18種

に対して，北西プーノレ9種類で，種数では南プーノレの

方が多かった〔表 3）。調査月を追って出現種数を見

ると，両タ イドプーノレ間て、は種数の変化に共通点があ

った。 すなわち， 両タイドプーノレと も夏季 7月ごろ出

現種数が最多となり，春季や秩季には比較的少なかっ

た。

採集個体の総数は1,698個体で，この うち南プーノレ

でl,106個体，北西プーノレて＝・592個体採集された。 採集

個体数の月変化では両タイドプーノレに違いが見られ

た。南プーノレで、は5月に最多の 233個体が採集され，

その後，個体数が徐々に減少し，最終回の11月3日に

は26個体に減少した。一方，北西プーノレで、は3～7月

にかけてはO～32個体と少ない個体数であったが， 8

月には109個体に急増し，9月に最多の328個体となっ
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いとなった。平均体長の変化より判断すると， 7月ま なかった（塩垣 ・道津， 1972）。塩垣 ・道津（1972）は

で見られた大型個体は昨年 （1990年〕またはそれ以前 この理由が調査地付近の海洋条件の違いによるものと

生まれの成魚で，7月以降も観察された小型個体は今 推察している。今調査では地理的にも近し、小湊海岸と

年（1991年〉生まれの幼魚と推測された。 似た結果が得られ，夏季に魚類種数が最高となってい

北西プーノレて、出現回数が多かった種類は， ボラ 8 た。しかし，冬季は未調査のため，冬季の種数につい

回， セスジボラ 6回， コトヒキ5回の順となってお ては比較できなかった。

り， I回しか出現しなかった種類はアカオピシマハゼ 今調査で観察された総種数の25種類はこれまでの調

とクモハゼであった。 査報告と比べると，いずれの報告よりも少ない種数で

北西プーノレにおいて種別の採集個体数を見ると，多 あった（TANAKA, 1908，海老名 ・阪本， 1930：阪本，

い種類はコトヒキ，ボラ，セスジボラの順であった。 1932；中村， 1934；早稲田大学生物同好会水倭生物班，

このうちコトヒキは， 9月5日に1回の調査で最多の 1965，中村， 1970；塩崎 ・道津， 1972，三浦ほか，

301個体が採集された。 1973）。

今調査の種数が少なかった理由として，調査対象と

考 察

出現魚類について

今調査で観察された魚類25種類のうち11種類がハゼ

類とギンポ類であった。これまでの報告では，海老名

・阪本（1930），阪本（1932），塩垣 ・道津（1972）の

いずれの報告でも， 出現魚種のうち大部分をギンポ類

および， ハゼ類が占めているとしている。 したがっ

て，ハゼ類とギンポ類の魚種が多かった点では，今調

査結果はこれまでの報告と大差なかった。

季節による出現魚類の変化では，中村（1934）によ

れば千葉県小湊海岸のタイドプーノレで、は夏季に最多の

64種類が観察されたのに対し，冬季には18種類に減少

している。一方，長崎県野母崎町のタイドプーノレでは

四季を通じて常住魚種が20～23種類でほとんど変化が
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するタイドプーノレの数や規模および調査方法の違い，

あるいは周辺沿岸域の魚類相の違いなど考えられる。

工藤 ・岡部（1991）が指摘するよに，相模湾沿岸魚類

の種数が年度聞に違いがある事も知られており，今調

査が種数の少ない年に当たった可能性もある。現段階

では十分な比較検討はできないため，江の島周辺沿岸

域も含め，さらに調査を進める必要があろう。

南プールと北西プールの違いについて

南プーノレと北西プーノレはともに江の島の海岸に位置

するタイドプーノレて‘はあるが，この二つのタイドプー

ノレに共通して出現した魚類は2種類だけであった。残

る23種類はどちらか一方のタイドプーノレに限って出現

し， 二つのタイドプーノレを利用する魚種が異なること

がわかった。

。
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図3. 南プーノレにおけるアコ’ハゼの体長組成変化
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本 1）生活史区分の‘割fは幼魚、 ．成．は成魚、 ・？”は目視のみのため区分が不明確なものを示す。
*2〕生管区分は塩垣・道海（19721による。
* 3）瀬能・北村11982）、林ほか(19891の河口魚類リストと共通する魚種を示す。

出現魚種の生活区分および河口域魚種リストとの照合

あることも影響している可能性がある。

タイ ドプールの利用の仕方を魚種の生活史区分で整

理することについては塩垣 ・道津（1972）で既に提案

されている。それによると，三つに区分され，タイド

プーノレに常住し， そこで産卵するものを「常住魚」，

沿岸性の魚、のうち生活史の一時期をタイドプーノレで生

活するものを 「一時生息魚」，上げ潮に乗ってタイド

プーノレ域に入り干潮時にたまたまタイドプーノレに取り

残されたものを「来訪魚」 としている。 特に 「来訪魚」

に入るものとしては， 遊泳カの~~＼，、仔・ 稚魚期のもの

を主と している。

塩垣・道津（1972）は長崎県野母崎周辺のタ イドプ

ーノレ魚類についてこの区分による類別を行っている

が，そこに示された魚種リストに従って今調査の魚類

を類別すると表4のようになる。

「常住魚」に入る種類が南プーノレで、多く， すみ場所

の条件を反映している点では，前述の生活史区分と矛

盾しなL、。しかし個々の種類を見ると， 今調査では幼

魚しか観察さわしていないものが塩垣・道津のリストで

は 「常住魚」の区分に入るものもあ り， 魚種によって

はタイドプーノレの利用の仕方に地域差のあることが予

想される。また，今調査よりさらに精度を上げて調査

を行えば， 区分が異る魚種もあることが考えられる。

そこで出現魚種について二つの視点から整理してみ

表4.

た。

まず各々の魚種が生活史のどの時期にタイドプーノレ

を利用するかについて調べ，両タイドプーノレで‘利用の

仕方に違L、があるかどうか検討した。

生活史の時期区分については，それぞれの種の成長

過程を調べた上で、決定されるべきものであるが，ここ

では便宜的に益田ほか〔1975〕，益田ほか（1984），益

田・アレン〔1987), 阿部 ・落合（1989〕を参考にし

て，今調査で採集された魚種を幼魚と成魚に区分した

〔表4）。

その結果，幼魚 ・成魚が共に出現した魚種が南プー

ノレには3種類見られたのに対し，北西プーノレには全く

見られなかった。特に南プーノレのアコハゼは平均体長

の経月変化が追跡でき，南プーノレで成長してし、く様子

が確認できた。

生活史上長期に渡って利用する種類が南プーノレには

いて北西プーノレにいなかった理由として，南プ ノレは

岩盤の割れ目や転石など幼魚 ・成魚が共に見られたア

コハゼ， イソギンポ，ナベカにとってすみ場所となる

条件を備えていたのに対して， 北西プーノレは備えてい

ないことがまず考えられる。さらに水質条件が南プー

ノレで、は比較的安定しているが，北西プーノレは不安定で
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江の島北西岸は付近に境川河口があり，河川｜水の影 益田 ー ・荒賀忠一 ・吉野哲夫， 1975. 改定版魚類大

響を受ける内湾性の海岸環境となっている〈植田 ・萩 図鑑，南日本の沿岸魚 328pp.東海大学出

原， 1990a,1991）。今調査の水質測定でも，塩分濃度 版会，東京．

の値は北西岸が南岸に比べてかなり低くなっていた。 益田 一 ・ジェラノレド アレン，1987. 世界の海水魚

河口周辺は海水と河川水が混じり合う環境のため，海 〈太平洋 ・インド洋編〉 527pp，山と渓谷社，

産魚の中でもとりわけ低塩分濃度に耐えうる魚種が観 東京．

察される。河口域を対象と した二つの魚類相調査報告 三浦信男 ・道津喜術 ・岩本 浩， 1973.男女群島女島

（瀬能 ・北村， 1982，林ほか，1989）に基づき， 今調 の潮溜魚男女群島の生物 （男女群島学術調

査の魚種がそれに含まれるかどうか検討した（表4）。 査報告） 1973年，59-72.

その結果，瀬能 ・北村〔1982）と共通するものは南 中村一恵，1970. 相模湾沿岸のタイドプーノレ魚類．神

プーノレ4種類に対して北西プーノレ8種類，また林ほか 奈川県立博物館調笈報告，自然科学No.1,

(1989）と共通するものは南プーノレ4種類に対して北 1-133+i-xii. 

西プーノレ5種類で，いずれも北西プーノレの魚種が多く 中村守純， 1934.小湊実験場付近のTide-poolfishに

なっているo このことからも，北西プーノレは河川水の 就いて．養殖会誌，4(10):191-203. 

影響が強く，河口域によく見られる魚種が多く利用し 阪本喜代松，1932. 房州沿岸ノ「たいどぶーる」ノ魚

ていると言える。 類及ビ其ノ一新種ニ就イテ 水産研究誌，27
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